
　　　　

2026 年 8 月 25 日

9 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節に合わせた行事

（別添資料１）

家族支援

・家族面談を設け、事業所での様子を伝えるとともに家庭での様子を聞き取り、
情報交換を行う。また保護者、きょうだいの心配事への助言を行う。 移行支援

・月に１度、通所している児童の所属園の担任の先生と施設での様子、園
での様子を共有、支援方法についての確認等を行い、連携した支援を行
う。

地域支援・地域連携

・相談支援事業所に様子を報告するなどの情報を共有し、密な連携を図る。

職員の質の向上

・事業所内での研修を行い、支援の質を高める。
・外部の研修に参加し、事業所内にも共有する。

支　援　内　容

・定期的に通所することで生活のリズムを整え、健やかに日々を送れるようにする。
・1日の流れを絵カード等で示すことによって、その日の活動に見通しが持てるようにする。
・児童の体調を把握し、無理のない範囲で活動に取り組む。

・運動を主とした活動を通して遊具を使ったり、全身を大きく動かしたりすることで体の使い方を知り、体を動かそうとする。
・小麦粉粘土やスライム遊び等の感触遊びを通して、様々な触覚や温度感覚に触れ、知り、楽しさを味わう。
・音楽サーキットを通して、聞く、動く、止まるといった動作を繰り返し、体を上手に動かそうとする。

本
人
支
援

・児童の発達に応じて、声掛けだけでなく絵カード等で今は何をするかの情報を伝え、理解しようとする。
・活動を通じて、色、形、物、行動等を知る。

・日常的な会話をすることで児童のコミュニケーションを促す。
・活動を通して発語を促す。
・絵本の読み聞かせを通して言葉のやり取りの楽しさに触れる。

・活動を通して他児と関わり、児童の人間関係を形成していく。
・順番やルールを守り、社会性を身に付ける。

支援方針

・子どもたち一人ひとりの特性を理解し、環境を整えることでその子らしい育ちを支える。
・「できた！」を増やし、自己肯定感を高める。

営業時間 送迎実施の有無
※送迎は法人内施設からの利用児童に限り、実施し
ています。法人外からの利用児童については送迎を
行っておりません。

法人（事業所）理念 みずから考え、みずから気づき、みずから行動する子どもたち

事業所名 学校法人永吉学園「さくらさく」 作成日支援プログラム


